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学
会
消
息
0
第
一
回
総
会
日
時
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
十
七
日
（
水
）
午
後
四
時
よ
り
議
題
昭
和
四
十
一
年
度
事
業
お
よ
び
会
計
報
告
昭
和
四
十
1
一
年
度
活
動
方
針
審
議
決
定
、
役
員
改
選
末
政
助
教
授
外
遊
歓
送
会
0
第
二
回
総
会
日
時
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
日
（
土
）
午
後
五
時
半
よ
り
議
題
商
学
会
運
営
に
つ
い
て
広
田
司
朗
教
授
学
位
授
与
祝
賀
会
0
新
旧
学
部
長
交
替
お
よ
び
清
水
宗
一
助
教
授
外
遊
歓
送
会
日
時
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
九
日
（
水
）
午
後
四
時
半
よ
り
場
所
教
育
後
援
会
会
館
0
第
一
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
四
十
一
年
五
月
十
八
日
（
水
）
場
所
第
二
学
舎
第
三
0
二
教
室
講
演
「
南
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
と
寺
と
学
校
」
本
学
経
済
学
部
教
授
津
川
正
幸
氏
0
第
二
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
四
十
一
年
五
月
十
九
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
一
―
1
0四
教
室
講
演
「
米
国
に
留
学
し
て
」
｛
学
会
消
息
講
1
0
 
本
学
商
学
部
助
教
授
末
政
芳
信
氏
0
第
三
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
四
十
一
年
五
月
十
九
日
（
木
）
午
後
五
時
四
十
分
よ
り
場
所
天
六
学
舎
第
十
七
教
室
講
演
「
米
国
に
留
学
し
て
」
本
学
商
学
部
助
教
授
末
政
芳
信
氏
0
第
四
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
四
十
一
年
六
月
八
日
（
水
）
午
後
八
時
十
五
分
よ
り
場
所
天
六
学
舎
有
郷
館
講
演
「
世
界
に
お
け
る
日
本
の
地
位
と
役
割
」
本
学
経
済
学
部
教
授
有
田
稔
氏
0
第
五
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
四
十
一
年
六
月
十
六
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
一
―
101―
＿
教
室
講
演
「
い
わ
ゆ
る
安
定
成
長
と
中
小
企
業
の
当
面
す
る
諸
問
題」
大
阪
府
立
商
工
経
済
研
究
所
所
長
上
田
宗
次
郎
氏
0
第
六
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
七
日
（
月
）
午
後
一
時
よ
り
場
所
誠
之
館
特
別
講
堂
講
演
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
当
面
す
る
諸
問
題
」
一
橋
大
学
教
授
野
々
村
一
雄
氏
「
枇
界
景
気
と
国
際
流
勁
性
」
演
604 
一
橋
大
学
名
誉
教
授
明
治
大
学
教
授
0
第
一
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
四
十
一
年
五
月
十
一
日
（
水
）
正
午
よ
り
場
所
第
一
―
―
学
舎
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
地
方
公
営
企
業
法
改
正
と
そ
の
背
景
」
—
最
近
に
お
け
る
公
共
料
金
問
題
の
動
向
|
|
_
商
学
部
教
授
寺
尾
晃
洋
氏
0
第
二
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
二
日
（
水
）
正
午
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
生
鮮
食
料
品
の
価
格
形
成
と
中
央
卸
売
市
場
の
機
能
」
商
学
部
教
授
山
崎
紀
男
氏
0
第
三
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）
正
午
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
二
会
議
室
研
究
報
告
。
「
固
定
製
造
間
接
費
計
算
と
損
益
分
岐
点
」
商
学
部
助
教
授
末
政
芳
信
氏
0
第
四
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
1
一
十
日
（
水
）
正
午
よ
り
場
所
第
三
学
餐
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
大
学
教
育
に
お
け
る
弁
証
法
的
自
己
同
一
」
ー
ゼ
ミ
教
育
に
よ
せ
て
1
商
学
部
教
授
冨
山
忠
三
氏
学
会
消
息
赤
松
要
氏
会
員
の
研
究
活
動
（
昭
和
四
十
一
年
一
月
ー
十
二
月
）
（
た
だ
し
、
本
学
会
関
係
の
も
の
を
除
く
）
0
著
書
植
野
郁
太
『
企
業
会
計
』
（
有
斐
閣
四
十
一
年
五
月
―
―
1
0六
頁
）
大
橋
昭
一
『
ド
イ
ツ
経
営
共
同
体
論
史
』
（
中
央
経
済
社
四
十
一
年
七
月
―
―
1
0四
頁
）
木
村
滋
『
国
際
経
済
学
ー
国
際
均
衡
機
構
の
理
論
的
研
究
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
四
十
一
年
六
月
＝
ニ
ニ
頁
）
中
辻
卯
一
『
事
務
管
理
論
』
（
青
山
書
店
四
十
一
年
十
一
月
五
六
頁
）
〇
報
告
書
山
崎
紀
男
『
流
通
技
術
改
善
対
策
』
（
神
戸
市
消
費
生
活
安
定
対
策
協
議
会
部
会
四
十
一
年
十
一
月
）
0
分
担
執
筆
山
崎
紀
男
「
『
現
代
商
業
の
構
造
』
第
一
章
第
七
章
（
法
律
文
化
社
四
十
一
年
四
月
）
「
田
杉
競
編
『
管
理
総
論
』
第
三
章
経
営
管
理
の
史
的
展
開
」
（
有
斐
閣
四
十
一
年
五
月
）
「
山
本
安
次
郎
・
上
林
貞
治
郎
・
岡
村
正
人
監
修
『
経
営
経
済
学
辞
典
』
数
項
目
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
四
十
一
年
五
月
）
「
山
本
安
次
郎
・
上
林
貞
治
郎
・
岡
村
正
人
監
修
『
経
営
経
済
学
辞
典
』
現
範
学
派
、
経
験
学
派
、
シ
ェ
ア
ー
、
ニ
ッ
ク
リ
ッ
シ
ュ
、
シ
ェ
ー
ン
。
フ
ル
ー
ク
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
大
橋
昭
飯
野
春
樹
飯
野
春
樹
101 
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学
会
消
息
来
住
哲
二
清
水
宗
一
ァ
書
房
四
十
一
年
五
月
）
「
『
現
代
商
業
の
構
造
』
第
一
一
一
章
第
四
章
（
法
律
文
化
社
四
十
一
年
四
月
）
「
『
国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
政
策
』
第
一
編
第
二
章
」
（
中
央
経
済
社
四
十
一
年
九
月
）
「
堀
江
保
蔵
編
『
海
事
経
済
史
研
究
』
（
海
文
堂
四
十
．
一
年
十
二
月
）
．
高
堂
俊
弥
「
山
本
安
次
郎
・
上
林
貞
治
郎
・
岡
村
正
人
監
修
『
経
営
経
済
学
辞
典
』
労
働
＾
フ
リ
ン
ジ
ベ
ネ
シ
ッ
ト
、
労
働
能
率
、
人
間
関
係
（
論
）
、
態
度
・
意
欲
調
査
、
幹
部
、
教
育
、
人
事
相
談
制
度
、
提
案
制
度
、
従
業
員
特
株
制
度
、
従
業
員
p
.
R
、
福
利
厚
生
施
設
、
社
内
預
金
、
労
資
関
係
、
イ
ン
ザ
ス
ト
リ
ア
ル
リ
レ
イ
シ
ョ
ン
、
苦
情
処
理
手
続
、
オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ー
シ
日
ッ
プ
、
年
間
生
産
性
計
数
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
条
項
、
年
間
保
証
賃
金
＞
．
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
＾
大
企
業
、
国
、
企
業
、
銀
行
、
経
済
団
体
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議
＞
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
四
十
一
年
五
月
）
酒
井
文
雄
「
山
本
安
次
郎
・
上
林
貞
治
郎
•
岡
村
正
人
監
修
『
経
営
経
済
学
辞
典
』
資
産
再
評
価
法
、
企
業
資
本
充
実
法
、
資
本
組
入
法
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
四
十
一
年
五
月
）
「
神
戸
大
学
会
計
学
研
究
室
編
『
新
会
計
学
辞
典
』
現
木
田
和
雄
亀
井
利
明
第
五
章
」
保
田
芳
昭
松
谷
吉
信
” 
長
砂
高
柳
龍
芳
‘’ 
物
出
資
ほ
か
財
務
関
係
五
項
目
」
（
同
文
館
四
月
）
「
渡
辺
進
編
『
新
基
準
会
計
学
辞
典
』
会
計
公
準
ほ
か
商
業
・
財
務
会
計
百
三
十
九
項
目
」
（
中
央
経
済
社
四
十
一
年
十
月
）
「
神
戸
大
学
会
計
学
研
究
室
編
『
新
会
計
学
辞
典
』
加
工
費
配
賦
差
異
ほ
か
二
十
一
項
目
」
（
同
文
館
四
十
一
年
四
月
）
「
神
戸
大
学
研
究
室
編
『
新
会
計
学
辞
典
』
監
査
関
係
項
目
の
一
部
」
（
同
文
館
四
十
一
年
四
月
）
実
「
杉
原
四
郎
・
佐
藤
金
一
一
一
郎
共
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』
社
会
主
義
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
」
（
有
斐
閣
四
十
一
年
五
月
）
「
山
本
安
次
郎
・
上
林
貞
治
郎
・
岡
村
正
人
監
修
『
経
営
経
済
学
辞
典
』
経
済
計
算
制
（
工
業
企
業
の
）
ほ
か
九
項
目
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
四
十
一
年
五
月
）
「
島
恭
彦
・
宇
助
美
誠
次
郎
・
宇
高
基
輔
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
体
系
』
Il
資
本
論
と
経
済
学
批
判
体
系
」
（
有
斐
閣
四
十
一
年
六
月
）
「
『
現
代
商
業
の
構
造
』
第
二
章
第
六
章
」
（
法
律
文
化
社
四
十
一
年
四
月
）
「
山
本
安
次
郎
・
上
林
貞
治
郎
・
岡
村
正
人
監
修
『
経
営
経
済
学
辞
典
』
ロ
ー
ン
ト
リ
ー
な
ど
五
項
目
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
四
十
一
年
五
月
）
．
勉 粛
末
政
芳
信
101
――
 
四
十
一
年
606 
〇
論
文
今
西
庄
次
郎
「
株
式
時
価
発
行
時
代
の
到
来
と
我
が
証
券
市
場
」
（
イ
ソ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
第
十
九
巻
第
四
号
四
十
一
年
九
月）「
大
阪
の
観
光
開
発
に
つ
い
て
」
（
大
阪
府
観
光
連
盟
機
関
誌
八
月
号
四
十
一
年
八
月
）
「
企
業
利
益
と
課
税
所
得
に
つ
い
て
」
（
企
業
会
計
第
十
八
巻
九
号
四
十
一
年
九
月
）
「
当
事
者
能
力
問
題
の
推
移
と
方
向
」
（
労
働
問
題
一
九
六
六
年
四
月
号
四
十
一
年
四
月
）
「
商
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
商
品
構
成
の
巾
」
（
近
代
営
業
第
一
巻
第
二
号
四
十
一
年
七
月
）
「
小
売
店
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
（
テ
ク
ス
タ
イ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
環
境
の
変
動
と
店
の
適
応
性
（
四
十
一
年
一
月
）
利
潤
確
保
と
競
争
の
手
段
と
し
て
の
売
価
（
四
十
一
年
二
月
）
経
営
と
店
名
・
屋
号
（
四
十
一
年
―
―
―
月
）
計
画
化
の
弱
さ
と
積
極
経
営
（
四
十
一
年
四
月
）
商
品
の
品
揃
え
と
商
品
の
寿
命
（
四
十
一
年
五
月
）
販
売
の
季
節
（
四
十
一
年
六
月
）
消
費
者
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
（
四
十
一
年
七
月
）
消
費
者
の
住
居
様
式
（
四
十
一
年
八
月
）
小
売
店
販
売
の
時
間
的
条
件
（
四
十
一
年
九
月
）
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山
崎
紀
男
寺
尾
晃
洋
高
尾
忠
男
河
村
宜
介
学
会
消
息
清
水
宗
一
木
村
滋
木
田
和
雄
II II 
亀
井
利
明
大
橋
昭
II II ‘’ II ” II 
小
売
店
の
販
売
促
進
（
四
十
一
年
十
月
）
小
売
店
と
広
告
（
四
十
一
年
十
一
月
）
「
薬
局
薬
店
の
あ
り
方
」
（
三
星
堂
ジ
ャ
ー
ナ
ル
月
号
四
十
一
年
九
月
）
「
さ
ん
ち
か
た
う
ん
の
特
色
と
そ
の
問
題
点
」
（
兵
庫
県
市
場
調
査
資
料
六
一
一
一
号
四
十
一
年
―
-
＿
月
）
「
女
性
の
男
性
化
と
男
性
の
女
性
化
傾
向
」
（
兵
庫
県
市
場
調
査
資
料
六
四
号
四
十
一
年
七
月
）
「
そ
の
後
の
さ
ん
ち
か
と
神
戸
都
心
の
変
容
」
（
兵
庫
県
市
場
調
査
資
料
六
六
号
四
十
一
年
十
一
月
）
「
ニ
ッ
ク
リ
ッ
シ
ュ
経
営
学
の
素
描
」
（
税
経
セ
ミ
ナ
ー
第
十
一
巻
第
二
号
四
十
一
年
二
月
）
「
英
国
保
険
証
券
の
構
造
」
（
生
命
保
険
文
化
研
究
所
論
操
第
四
号
四
十
一
年
六
月
）
「
船
舶
の
火
災
と
海
上
保
険
お
よ
び
共
同
海
損
」
（
海
事
交
通
研
究
一
九
六
六
年
第
二
号
四
十
一
年
六
月
）
「
保
険
行
政
の
理
念
と
範
囲
」
（
保
険
学
雑
誌
第
四
一
―
―
五
号
四
十
一
年
十
二
月
）
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
日
本
の
進
出
」
（
経
済
第
二
七
号
四
十
一
年
十
一
月
）
特
集
1
1
日
本
独
占
資
本
の
対
外
進
出
（
そ
の
I
)
「
。
ハ
ウ
ル
・
ア
イ
ン
チ
ッ
ヒ
『
外
国
為
替
入
門
』
（
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
十
一
月
号
四
十
一
年
十
一
月
）
「
原
価
主
義
修
正
論
的
減
価
償
却
の
会
計
機
構
」
（
実
務
1
0四
九
607 
学
‘’ 
吉
信
” 
長
砂
’ 会
清
水
宗
一
消
息
粛 実
高
柳
龍
芳
柴
田
銀
次
郎
会
計
第
二
巻
第
七
号
四
十
一
年
七
月
）
「
時
価
償
却
の
会
計
機
構
」
（
企
業
会
計
第
十
八
巻
第
七
号
四
十
一
年
七
月
）
「
補
足
的
説
明
事
項
と
意
見
の
関
係
」
（
産
業
経
理
第
二
十
六
巻
第
六
号
四
十
一
年
六
月
）
「
範
囲
区
分
に
お
け
る
除
外
事
項
に
つ
い
て
」
（
産
業
経
理
第
二
十
六
巻
第
十
号
四
十
一
年
十
月
）
「
社
会
主
義
の
も
と
で
『
生
産
主
段
生
産
の
優
先
的
増
大
の
法
則
』
は
作
用
し
て
い
る
か
ー
最
近
の
社
会
主
義
再
生
産
論
争
の
検
討
ー
」
（
世
界
経
済
評
論
一
九
六
六
年
八
月
号
四
十
一
年
八
月
）
「
『
社
会
主
義
社
会
』
の
古
典
と
現
代
」
（
経
済
評
論
一
九
六
六
年
十
一
月
号
四
十
一
年
十
一
月
）
「
国
際
経
済
研
究
の
体
系
地
に
向
っ
て
基
調
報
告
|
」
（
世
界
経
済
評
論
一
九
六
六
年
ニ
・
三
月
合
併
号
四
十
一
年
三
月
）
.
0学
会
報
告
河
村
宜
介
「
観
光
政
策
の
構
造
変
化
」
（
日
本
観
光
学
会
関
西
部
会
四
十
一
年
六
月
）
「
今
後
の
北
海
道
観
光
開
発
」
（
日
本
観
光
学
会
於
小
樽
商
科
大
学
四
十
一
年
十
月
）
「
港
湾
労
働
問
題
ー
|
そ
の
特
殊
性
と
解
決
の
焦
点
ー
ー
」
（
神
戸
大
学
経
済
経
営
学
会
於
神
戸
大
学
四
十
一
年
十
一
月
）
吉
信
長
砂
粛
末
政
芳
信
冨
山
忠
三
来
住
哲
二
清
水
宗
一
木
田
和
雄
ヽ．
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「
商
業
英
語
に
お
け
る
ゼ
ミ
教
育
の
可
塑
性
」
（
日
本
商
業
英
語
学
会
関
西
部
会
四
十
一
年
五
月
）
「
ニ
ッ
ク
リ
ッ
シ
ュ
の
経
済
性
論
に
つ
い
て
」
（
日
本
経
営
学
会
関
西
部
会
於
甲
南
大
学
四
十
一
年
九
月
）
「
ニ
ッ
ク
リ
ッ
シ
ュ
の
経
済
性
論
に
つ
い
て
」
（
日
本
経
営
学
会
全
国
大
会
於
大
阪
大
学
）
「
保
険
行
政
の
あ
り
方
」
（
日
本
保
険
学
会
全
国
大
会
於
滋
賀
大
学
四
十
一
年
十
月
）
「
繊
維
輸
出
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
政
策
」
（
日
本
商
業
学
会
関
西
部
会
四
十
一
年
二
月
）
「
西
印
度
商
船
と
セ
ビ
リ
ヤ
貴
族
」
（
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
力
政
経
学
会
第
二
回
大
会
・
於
上
智
大
学
四
十
一
年
十
一
月
）
「
価
格
変
動
と
資
産
原
価
配
分
」
（
日
本
会
計
研
究
学
会
第
二
十
五
回
大
会
於
横
浜
国
大
四
十
一
年
五
月
）
「
損
益
分
岐
点
分
析
に
関
す
る
一
考
察
」
（
日
本
会
計
研
究
学
会
関
西
部
会
於
関
西
大
学
四
十
一
年
十
一
月）
実
「
『
社
会
主
義
社
会
』
の
古
典
と
現
代
」
（
国
際
経
済
学
会
全
国
大
会
於
関
西
大
学
四
十
一
年
十
月
）
「
国
家
範
疇
を
め
ぐ
っ
て
」
（
国
際
経
済
学
会
全
国
大
会
於
関
西
大
学
四
十
一
年
十
月
）
亀
井
利
明
